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現在陸奥湾で見られるラーパです。
答は最後のページ(出題・平野) 戸画、
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側コーセイ印刷

私は誰でしょう?

前
所
長
伊
藤
進
氏
は
、
こ
の
た
び
後

進
に
道
を
ゆ
ず
ら
れ
ご
退
職
さ
れ
、
そ
の

後
任
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
前
所
長
は
、

ご
承
知
の
と
お
り
水
産
学
者
で
、
そ
の
高

い
識
見
と
温
厚
な
お
人
柄
で
、
本
県
水
産

業
界
の
ご
指
導
に
尽
さ
れ
、
多
大
の
ご
功

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
今
日
の
ホ
タ

テ
漁
業
の
百
億
円
産
業
へ
の
発
展
は
、
前

所
長
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
云
っ

て
も
過
一言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
後

を
継
ぐ
私
は
、
試
験
研
究
機
関
は
始
め
て

で
、
そ
の
上
浅
学
非
才
の
身
な
る
が
ゆ
え

に
、
甚
だ
心
も
と
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。

幸
い
当
所
の
職
員
は
、
全
国
の
水
産
試

験
研
究
機
関
に
劣
ら
ぬ
優
秀
な
人
材
に
恵

ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
関
係
の
皆

同
味
方
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
鋭
意
職
務
に

努
め
る
所
存
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
分

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
本
県
に
お
い
て
も
、
沿
岸
漁
業
が

低
迷
し
て
い
る
中
で
、
サ
ケ
資
源
の
増
大

所
長

武

青森県東津軽郡平内町茂浦窓口177-55-2155/印刷

主主

蔵

尾

や
ホ
タ
テ
漁
業
の
発
展
の
状
況
か
ら

「つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
へ
の
関
心
が
極
め
て

高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
県
内
各
地
に
お
い

て
、
漁
業
者
自
身
で
ア
ワ
ビ
の
中
間
育
成

放
流
、
カ
ゴ
養
殖
、
ヒ
ラ
メ
の
陸
上
水
僧

或
い
は
海
中
網
生
賛
飼
育
、
マ
ダ
ラ
受
精
卵

の
放
流
等
、
人
工
的
に
資
源
の
添
加
及
び

管
理
す
る
い
わ
ゆ
る
栽
活
漁
業
に
積
極
的

に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
漁
業
者
は
か
つ
て
の

地
先
に
お
け
る
主
要
な
魚
介
類
資
源
の
回

復
を
目
指
し
て
、
当
所
に
対
し
種
苗
生
産

技
術
開
発
や
飼
育
管
理
技
術
開
発
の
要
請

が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
当
所
と
し
て
も
、

乙
れ
ら
漁
業
者
の
ニ

l
ズ
に
こ
た
え
る
べ

く
、
中
長
期
的
な
計
画
を
た
て
て
事
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
漁
業
者

の
皆
様
方
に
は
、
是
非
と
も
当
所
に
お
立

寄
り
い
た
だ
き
何
か
と
お
話
を
お
伺
い
願

え
れ
ば
幸
い
で
す
。
お
待
ち
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

青森県水産増殖センター発行



昭
和
六
十
年
度

事

業

計

同~回~民~民~同~民~民~出~民~回~民~民~回争 2

林

義
孝

部
長

四
月
よ
り
部
の
陣
容
が
変
り
ま
し
た
。

高
橋
部
長
は
栽
指
漁
業
公
社
、
尾
坂
主
任

研
究
員
は
県
庁
漁
政
課
へ
転
出
さ
れ
代
り

に
内
水
面
水
産
試
験
場
か
ら
姥
名
技
師
と

私
が
加
わ
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
「
海
況

・
環
境
部
門
」

ホ
タ
テ
ガ
イ
等
の
水
産
生
物
が
生
育
し

て
い
る
海
況

・
環
境
(
餌
判
明
水
質
底
質
)

の
基
礎
的
調
査
観
測
を
行
な
い
漁
場
管
理

の
指
針
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
陸
奥
湾

を
主
依
に
事
業
宇
佐
行
な
い
ま
す
。

。
海
況
自
動
観
測

ブ
イ
シ
ス
テ
ム
の
維
持
管
理
と
得
ら

れ
た
尾
大
な
情
報
を
整
理
、
解
析
し

利
用
し
や
す
い
形
に
し
て
提
供
す
る
。

(
三
津
谷
技
師
他
)

。
陸
奥
湾
海
況
予
報
楠
完
調
査

陸
奥
湾
口
部
周
辺
海
域
の
海
洋
観
測
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画

と

を
し
て
ブ
イ
シ
ス
テ
ム
+
伊
補
完
す
る
。

(
中
谷
主
任
研
究
員
他
)

。
浅
海
定
線
観
測

湾
内
の
海
洋
傍
造
、
餌
料
環
境
を
調

査
す
る
。(

中
谷
主
任
研
究
員
他
)

o
沿
岸
定
置
観
測

当
セ
ン
タ
ー
前
で
海
水
温
、
気
象
等

の
定
時
観
測
を
す
る
。

(
今
井
技
師
他
)

口
ホ
タ
テ
ガ
イ
生
育
環
境
調
査

餌
糾
環
境
を
主
体
に
調
査
す
る
。

(
中
谷
主
任
研
究
員
他
)

o
海
況
予
報
技
術
研
究

"
種
々
な
形
で
発
行
さ
れ
て
い
る
海
況

情
報
を
収
集
整
理
し
出
来
る
だ
け
予

想
的
見
解
を
加
え
て
情
報
と
し
て
発

行
で
き
る
方
法
を
研
究
す
る
。

(
林
部
長
他
)

「
貝
毒
対
策
研
究
部
門
」

ホ
タ
テ
ガ
イ
毒
他
予
知
の
精
度
向
上、

原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布
動
態
を
究
明

す
る
。
解
毒

・
低
毒
佑
の
基
礎
的
な
研
究

を
行
な
い
ま
す
。

。
重
要
貝
類
毒
侶
対
策
事
業

外
海
域
に
お
け
る
貝
類
の
毒
他
に
係

(
コ
る
事
務
)
調
査
{
J

£
す
。

分

~ä 
(高
林
技
師
他
)

o
赤
潮
特
殊
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
調
査

陸
奥
湾
の
ホ
タ
テ
ガ
イ
毒
他
対
策
を

主
体
に
監
視
調
査
す
る
。

(姥
名

技

師

他
)

o
生
鮮
貝
類
有
効
利
用
筏
術
研
究

毒
化
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
解
毒

・
低
毒
化

の
試
験
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
理
等
基

礎
的
研
究
を
す
る
。
(
今
井

技
師
他
)

部
長

青
山

禎
夫

陸
奥
湾
で
は
、
稚
貝
の
異
常
見
出
現
率

が
二
年
ぶ
り
に
低
下
し
(
五
十
九
年
秋
季

ホ
タ
テ
ガ
イ
養
殖
実
態
調
査
)
、
養
殖
管

理
に
好
転
の
兆
し
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
現
象
を
契
機
に

一
一
層
の
改
善
を
推
進
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
乙
乙
数
年
間
は
初
期
の
稚
貝

(
付
着
か
ら
第

一
回
分
散
頃
ま
で
)
に
問

題
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
種
苗
ぺ

対
す
る
不
安
解
消
対
策
に
も
力
を
入
れ
ま

す
。さ

ら
に
、
安
定
採
苗
と
密
接
な
関
係
を

持
つ
産
卵
用
母
貝
の
確
保
も
重
要
な
課
題

と
考
え
ま
す
。

養
殖
に
つ
い
て
み
る
と
、
優
れ
た
養
殖

方
法
の

一
つ
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ま
り
に

も
偏
重
し
過
ぎ
た
た
め
に
、
マ
イ
ナ
ス
面

が
目
立
っ
て
き
た
耳
づ
り
養
殖
を
、
篭
養

殖
へ
あ
る
程
度
移
行
さ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
つ
つ
、
陸
奥
湾
全
俸
の
環
境
収
容
力

に
見
合
っ
た
数
量
、
即
ち
、
総
量
規
制
数

量
に
添
っ
た
漁
場
の
行
使
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
ま
き
に
つ
い
て
は
、
五
十
九
年
産
貝

の
放
流
数
量
は
確
保
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る

も
の
の
、
地
ま
き
を
軽
視
し
て
い
る
地
区

が
銭
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

外
海
威
に
お
い
て
は
、
陸
奥
湾
に
影
響

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
良
い
種
苗
を
安
定
的

に
確
保
す
る
乙
と
が
当
面
の
課
題
と
な
り

ま
す
。

こ
れ
ら
の
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
に
、

今
年
は
次
の
課
題
を
重
点
に
調
査
研
究
を

進
め
ま
す
。

一

陸

奥

湾

o
採
苗
に
関
す
る
迅
速
、
的
確
な

情
報
の
提
供
と
、
健
苗
を
育
成

す
る
た
め
の
適
正
管
理
、
お
よ

び
、
環
境
収
容
力
に
関
す
る
研

究

を
へ

」
な
い
ま
す
。

(平
野
主
任
研
究
員
他
)

。
地
ま
き
に
つ
い
て
、
実
態
調
査
や

実
証
試
験
の
成
果
を
も
と
に
、
漁

場
管
理
の
適
正
化
を
は
か
り
ま
す
。

(
対
馬
筏
師
他
)

o
養
殖
の
実
事
集
落
に
把
握
し
て
、

へ
い
死
を
起
さ
な
い
体
制
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

(榊

筏

師

他

)

ニ

外

海

域

。
自
分
の
海
域
で
、
地
ま
き
用
の
種

苗
を
安
定
し
て
確
保
出
来
る
方
法

を
実
証
し
ま
す
。
漁
場
の
評
価
も

行
な
い
ま
す
。

(
田
中
主
任
研
究
員
他
)

(
仲
村
主
任
研
究
員
が
水
産
試
験
場
へ
転

出
し
、
榊
技
師
が
水
産
課
か
ら
転
入
し
ま

し
た
。)

部
長

千
葉

臣巳
"‘、

ま
ず
初
め
に
、
四
月
の
異
動
で
宝
多
技

師
が
漁
業
振
興
課
へ
転
出
し
、
新
た
に
魚

類
部
か
ら
金
田
一

技
師
が
加
わ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
年
度
は
次
の
調
査
及
び
試
験
宇
佐
実
施
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し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一

ア
ワ
ビ
増
殖
試
験

昨
年
同
僚
、
成
長

・
歩
留
等
放
流
効

果
を
調
査
す
る
。(
金
田

一
技
師
他
)

二

ホ
ッ
キ
ガ
イ
増
殖
試
験

生
態
調
査
を
行
い
増
殖
方
策
を
検
討

す
る
。

告知<:$:同<:$:岡《言同信言回延言同建当時 信言回 t:lÇ同妥喜岡~~言同建吉岡

(
須
川
主
任
研
究
員
他
)

サ
ザ
エ
鴻
殖
試
験

分
布
密
度
等
漁
場
調
査
を
行
い
、
増

殖
方
策
を
検
討
す
る
。

(松
坂
技
師
他
)

四
ア
カ
ガ
イ
増
殖
試
験

昨
年
度
に
引
き
続
き
芦
崎
湾
で
放
流

試
験
を
行
う
。(川
村
技
能
技
師
他
)

五
ア
カ
ガ
イ
種
苗
量
産
開
発
試
験

人
工
採
苗
に
よ
る
種
苗
量
産
技
術
の

向
上
を
図
る
。

(
川
村
技
能
技
師
他
)

六
ナ
マ
コ
増
殖
試
験

天
然
及
び
人
工
に
よ
る
種
苗
生
産
試

験
な
ら
び
に
培
殖
試
験
を
行
う
。

(松
坂
技
師
他
)

七
ホ
ッ
キ
ガ
イ
大
規
模
増
猶
場
開
発
調

査
昨
年
に
引
き
続
き
大
規
模
増
殖
場
の

可
能
性
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
う
。

(須
川
主
任
研
究
員
他
)

ア
ワ
ビ
大
規
模
増
殖
場
開
発
調
査

3 

l¥ 

(

(

 
三
八
、
白
糠
の
両
地
区
で
事
業
の
効

果
調
査
を
行
う
。(
金
田

一
技
師
他
)

九
津
軽
海
域
総
合
開
発
事
業
調
査

サ
ザ
エ
増
殖
場
造
成
の
た
め
の
調
査

を
行
い
、
世
間
造
物
の
配
箇
、
工
法
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
(
金
田
一
一
世
師
他
)

十
ア
カ
ガ
イ
保
護
水
間
管
田
町
事
業
調
査

芦
崎
湾
に
設
定
さ
れ
て
い
る
保
護
水
面

内
で
の
諸
調
査
は
継
続
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
今
年
度
は
、
稚
貝
放
流
と
放
流

稚
貝
の
歩
留
成
長
等
を
中
心
に
調
査
す

る。

(
千
葉
部
長
他
)

十

一

電
源
立
地
地
戚
湿
排
水
対
策
事
業

調
査東
通
村
白
糠
地
先
に
お
い
て
、
ア

ワ
ビ
の
篭
養
殖
試
験
を
行
う
。

(
千
葉
部
長
他
)

部
長

田
村

員
通

こ
の
た
び
の
人
事
異
動
で
県
営
水
族
館

に
転
出
さ
れ
た
横
山
前
部
長
に
代
っ
て
着

任
い
た
し
ま
し
た
。
沿
岸
漁
業
の
発
展
に

微
力
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た
い

h
v

ま
す
の
で
、
前
任
者
同
僚
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
金
田

一
技
師
が
配
置

替
え
と
な
り
、
塩
屋
主
任
研
究
員
が
転
入

し
ま
し
た
。

新
旧
合
わ
せ
て
六
人
の
メ
ン
バ
ー
で
実

施
す
る
本
年
度
の
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す。

マ
ダ
ラ
地
殖
試
験

昨
年
度
に
引
続
き
マ
ダ
一フ
増
殖
手
法

の
究
明
と
種
苗
生
産
技
術
の
開
発
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

(
田
村
部
長
他
)

二

ヒ
ラ
メ
種
苗
母
産
試
験

(
工
藤
技
師
他
)

三

ヒ
ラ
メ
放
流
技
術
開
発
事
業

(
福
田
技
能
技
師
他
)

こ
の
二
つ
の
事
業
で
ヒ
ラ
メ
栽
培
漁
業

へ
向
け
て
人
工
採
苗
技
術
の
向
上
を
は
か

り
、
放
流
効
果
の
検
証
を
行
な
い
ま
す
。

四
低
温
性
餌
粉
開
発
試
験

冬
期
に
お
け
る
重
要
魚
種
種
苗
生
産

の
た
め
に
適
切
な
初
期
餌
粉
の
開
発
を

行
な
い
ま
す
。
(
塩
垣
主
任
研
究
員
他
)

五

さ

け
・
ま
す
増
殖
試
験

当
部
で
は
、
サ
ケ
稚
魚
の
放
流
通
期

と
陸
奥
湾
内
へ
の
親
魚
の
回
帰
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
ま
す
。
(
吉
田
技
師
他
)

〆圃町、部
長

足
助

光
久

本
年
度
の
海
車
部
は
、
佐
藤
授
師
が
む

つ
地
方
水
産
業
改
良
普
及
所
へ
転
出
し
、

代
り
に
桐
原
技
師
が
漁
政
課
よ
り
転
入
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

海
草
部
の
主
な
事
業
と
担
当
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一

モ
ヅ
ク
養
殖
試
験

イ
シ
モ
ヅ
ク
の
生
態
研
究
、
人
工
及

び
天
然
採
苗
試
験
を
実
施
し
、
養
殖
の

可
能
性
を
検
討
す
る
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
)

ニ

エ
ゴ
ノ
リ
増
殖
試
験

エ
ゴ
ノ
リ
の
生
態
研
究
及
び
大
量
採

苗
方
法
の
検
討
を
実
施
す
る
。

(
桐
原
技
師
)

三
ワ
ニ
培
殖
試
験

ワ
ニ
の
篭
養
殖
に
つ
い
て
、
適
正
給

餌
量
、
期
間
等
を
試
験
し
明
ら
か
に
す

る。

四

(
植
村
主
任
研
究
員
)

大
規
模
増
殖
場
開
発
事
業
関
連
調
査

(
コ
ン
ブ

・
ワ
ニ
)

コ
ン
ブ
、
ワ

ニ
の
増
産
を
目
的
と
し

た
本
事
業
(
海
草
団
地
)
に
つ
い
て
、

有
効
利
用
、
管
理
方
法
等
券
検
討
す
る
。

(
足
助
部
長
他
)

五

大
規
僕
増
殖
場
開
発
事
業
関
連
調
査

(
ア
ワ
ビ
)

造
成
漁
場
の
有
効
利
用
、
管
理
方
法

に
つ
い
て
検
討
を
行
な
う
。

(
桐
原
技
師
他
)

六

津

軽

海
域
総
合
開
発
事
業
調
査

サ
ザ
エ
、
ヲ

一一
、
ア
ワ
ビ
に
対
す
る

餌
斜
海
藻
の
増
殖
授
術
を
開
発
す
る
。

(
能
登
谷
主
任
研
究
員
他
)

七
放
流
漁
場
高
度
利
用
技
術
開
発
事
業

ア
ワ
ビ
育
成
技
術
、
放
流
手
法
に
つ

い
て
改
善
を
図
る
と
共
に
漁
獲
方
法
務
}

検
討
し
、
効
率
的
ア
ワ
ビ
栽
培
漁
業
の

定
着
を
推
進
す
る
。(
足
助
部
長
他
)

八
電
源
立
地
地
域
混
排
水
対
策
事
業
調

奇

大
型
藻
類
に
対
す
る
水
温
の
影
響
を

試
験
す
る
。
又
、
温
度
指
標
種
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

(能
登
谷
主
任
研
究
員
他
)

九
磯
焼
け
地
域
沿
岸
漁
場
開
発
調
査

磯
焼
け
地
域
に
於
て
、
海
水
混
合
促

進
施
設
に
よ
る
実
証
試
験
を
行
な
い
、

そ
の
効
果
を
検
討
す
る
。
(足
助
部
長
)
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陸
奥
湾
の
水
温
は
、

A
「
冬
も
一
時
例
年

よ
り
か
な
り
低
下
し
た
た
め
、
昨
年
春
先

の
よ
う
な
異
常
低
水
温
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
た
め
県

で
は
、
「
水
温
緊
急
調
査
」
を
つ
づ
け
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
幸
い
に
も

順
調
に
回
復
し
、
今
後
と
も
異
常
低
水
温

と
な
る
よ
う
な
乙
と
は
な
い
見
込
み
で
す
。

こ
こ
で
は
、
新
フ
イ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

観
測
さ
れ
た
デ
I
タ
な
ど
を
整
理
し
て
、

昨
年
晩
秋
か
ら
の
水
温
の
経
過
を
と
り
ま

と
め
て
み
ま
す
。

図
ー
は
、
上
段
に
フ
イ

一
m
層
と
茂
浦

地
先
、
下
段
に
プ
イ
底
層
の
半
旬
平
均
水

青森県水産増殖センターだより第32号

ー-t.1 i宣J南地先(表面)
一一 l、1平舘フイ
4 、4青轟プイ
6 .106東湾ブイ

1 m 層

技
師

三
津
谷

正

温
の
変
伯
を
示
し
た
も
の
で
す
。
同
じ
よ

う
に
、
図

2
に
は
、
乙
の
半
旬
平
均
水
温

の
平
年
差
(
平
年
値
は
過
去
観
測
の
累
年

平
均
を
使
用
)
の
推
移
を
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
表
に
は
巌
低
水
混
の
出
現

状
況
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
図
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

陸
奥
湾
の
水
温
は
、
晩
秋
か
ら
十
二
月
頃

ま
で
に
か
け
て
は
あ
ま
り
昇
降
混
変
伯
す

る
こ
と
な
く
低
下
し
つ
づ
け
ま
す
。
そ
し

て
、
上
下
差
(
深
さ
に
よ
る
水
温
差
)
が

な
く
な
る

一
方
、
津
軽
暖
流
の
影
響
を
直

接
的
に
受
け
る
湾
口
部
、
西
湾
側
の
海
域

と
、
気
象
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
る
東

湾
側
と
で
は
西
高
東
低
と

い
う
形
で
海
域
差
(
場
所

に
よ
る
水
温
差
)
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は

変
佑
の
少
な
い
低
水
温
状

態
が
つ
づ
き
ま
す
が
、
お

お
む
ね
二
t
一二月
頃
に
最

も
低
温
と
な
り
、

二一月
も

半
ば
を
す
ぎ
る
と
、
水
温

は
表
層
か
ら
わ
ず
か
ず
つ

上
昇
し
は
じ
め
ま
す
。
乙

の
よ
{
な
変
伯
が
普
通
の

I唾

，-_ 

パ
タ
ー
ン
で
す
。
し
か
し
、
乙
の
時
期
に

寒
冷
な
天
候
が
つ
づ
い
た
り
、
湾
内
に
流

入
す
る
津
軽
瞳
流
が
弱
勢
、
低
湿
だ
っ
た

り
す
る
と
、
陸
奥
湾
の
水
温
は
よ
り
低
下

し
、
例
年
よ
り
低
温
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

春
先
の
昇
温
も
遅
れ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

月
別
毎
の
経
過
は
次
の
よ
う
で
し
た
。

十
一
月
平
年
よ
り
低
め
傾
向

月
内
に
四

t
五
℃
ほ
ど
降
混
し
、
月
末

に
は
湾
口
部
平
館
プ
イ
と
西
湾
側
青
森
プ

イ
で
各
層
と
も
に
十
二
℃
台
、
東
湾
側
東

湾
プ
イ
で
各
層
と
も
に
十
℃
台
。
例
年
に

く
ら
べ
る
と
、
湾
口
部
で
は
月
前
半
高
め

気
味
、
後
半
に
入
り
低
め
と
な
り
月
末
近

く
の
平
年
差
は
マ
イ
ナ
ス

一
・
五
℃
。
西

湾
側
で
は
全
般
に
や
や
低
め
、
東
湾
側
で

平 +~ I 人〈 IJT
年 J 4M作吋fえ匂~γ

差]|
l 底層
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平年差の推移
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陸
奥
湾
海
況
の
経
過

(
五
十
九
年
十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
)

昭和59年II月
図2

/--ヘ

も
全
般
に

一
℃
近
く
低
め
に
推
移
し
た
模

線。十
二
月
低
め
傾
向
が
強
ま
る

下
旬
後
半
に
降
温
傾
向
が
強
ま
り
、
月

内
に
四
℃
ほ
ど
降
温
。
月
末
の
水
温
は
湾

口
部
で
九

・
五
℃
、
西
湾
側
七
℃
、
東
湾

側
六
℃
。
全
般
に
平
年
よ
り
低
め
に
経
過

し
、
月
末
頃
に
は
一
一
γ
前
後
も
低
温
と
な
っ

た。
一
月
平
年
よ
り
ニ
℃
も
低
め

前
月
よ
り
さ
ら
に
、
湾
口
部
で

一
・
五

℃
、
西
湾
側
で
一
℃
、
東
湾
側
で
は
二
一℃

近
く
も
降
温
。
月
末
ま
で
に
湾
口
部
八
℃
、

西
湾
地
先
で
は
十
日
に
最
低
水
温

一
・
九

℃
を
記
録
。
月
を
通
し
て
平
年
を
二
℃
前

後
も
下
回
る
著
し
く
低
湿
な
状
態
が
つ
づ

最低水温の記録
観測地点 観測層 最低水温 ("C) 、()内は出現日
|茂浦地先 表耐 1.9 昭60年 1月10日

Iηl 4.88( ( ユ3月月22 11 a日) ) 
Nnl平館プイ

15η1 5.13 
30η1 5.47 32 月月21 65 日日 ) ) 
底 2.84 
1ηl 4.64( ( 3 月12 日日 ) ) 

ぬ4青森プイ
15m 4.44 3月12
30ηl 4.36 ( 3 月月 12 日日 ) ) 
底 4.19 3 }'ll3 
1ηz 1.22 2月5日)

ト10.6東湾 7'イ 15m 1. 31 2月5日)
3底0ηz 1.30 2月5日

1. 25 2月5日)

表

~ 

き
、
東
湾
側
で
は
よ
り
低
温
に
経
過
し
た

模
縁
。
異
常
低
水
温
が
危
倶
さ
れ
た。

一
一
月
一
部
で
平
年
並
み
に
回
復

湾
口
部
の
上
層
は
七
ヤ
前
後
で
横
ば
い
、

低
層
で
は
四
t
七
℃
の
範
囲
で
昇
降
変
伯
。

西
湾
側
で
は
六
℃
か
ら
五
℃
ま
で
徐
々
に

降
温
。
東
湾
側
で
は
一

・
五
℃

t
三
℃
の

範
囲
で
昇
降
変
化
を
繰
り
返
し
、
五
日
に

一
三
一
「
C
前
後
の
霞
低
水
温
を
記
録
、
一

℃
台
の
低
温
水
流
は
北
部
寄
り
に
分
布
し

た
模
隊
。
時
停
軽
瞳
流
の
影
響
が
強
い
湾
口

部
寄
り
か
ら
西
湾
側
底
層
に
か
け
て
の
低

温
が
目
立
っ
た
ほ
か
、
東
湾
側
で
も
平
年

よ
り

一
℃
前
後
低
め
に
経
過
し
た
模
棟
。

し
か
し
、
茂
浦
地
先
や
西
湾
側
上
層
で

は
平
年
並
み
の
範
囲
ま
で
回
復
し
て
き
た
。

三
月
湾
口
部
以
外
は
平
年
並
み

湾
口
部
の
上
層
は
六

t
七
℃
、

低
層
で

は
駐
口
一
呼
主
義
民
臆
変

他
。
一
月
末
凶
は
表
五

・
九
℃
が
ら
但
層

五
・
四
℃
の
範
囲
。
両
海
域
の
最
低
水
温

は
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
観
測
さ
れ
、

四
t
五
℃
を
記
録
。
東
湾
側
で
は
月
初
め

の
二
℃
台
か
ら
月
末
に
は
表
層
四

・
二一
℃

か
ら
低
層
=一

・
七
℃
の
範
囲
ま
で
順
調
に

界
温
。
前
月
開
棟
、
湾
口
部
寄
り
か
ら
西

湾
側
低
層
に
か
け
て
平
年
よ
り
一
℃
前
後

低
め
だ
っ
た
も
の
の
、
ほ
か
で
は
ほ
ぼ
平

年
並
み
に
経
過
し
た。

な
お
、
四
月
も
比
較
的
順
調
に
昇
混
し

て
お
り
、
平
年
並
み
に
推
移
し
て
い
る。



ホ
タ
テ
ガ
イ
採

rの
見
か
み

青森県水産増殖センターだより第32号

み
ち
の
く
の
春
も
燭
漫
と
な
り
、
ホ
タ

テ
の
採
苗
が
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
概
況
と
今
後
の
見
込
み
を
述
べ

て
み
ま
す
。

平
年
並
に
推
移

前
号
(
三
十
一
号
)
で
、
前
年
の
水
温

を
も
と
に
母
貝
の
生
殖
巣
指
数
が
二
O
%

に
な
る
時
期
を

一
月
二
十
七
日
と
予
想
し

ま
し
た
が
、
乙
れ
は
実
際
に
ほ
ぼ
そ
の
時

期
に
な
り
予
想
が
的
中
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
商
湾
で
は
三
月
初
め
か
ら
下
降
し
出

し
産
卵
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
東
湾
で
は

そ
れ
よ
り
約
一
カ
月
遅
れ
四
月
初
め
か
ら

下
降
し
産
卵
が
始
ま
り
ま
し
た
。
乙
れ
は
、

商
湾
の
水
温
が
平
年
並
み
に
推
移
し
た
の

に
対
し
、
東
湾
で
は
や
や
低
め
だ
っ
た
た

め
と
思
わ
れ
ま
す
。

ラ
1
パ
の
出
現
状
況
を
五
十
五
年
か
ら

の
結
果
と
共
に
図
1
に
示
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
三
月
中
旬
の
予
備
調
査
の
時
か
ら

二
千
個
パ
仰
と
ラ
l
パ
が
多
く
、
第

一
t

二
回
で
は
四
千
個
八
仰
と
、
乙
の
時
期
と

し
て
は
非
常
に
多
い
数
と
な
り
ま
し
た
。

第
三
回
で
減
っ
た
も
の
の
、
第
四
回
で
は

再
び
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に

と
の
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
が
読
ま
れ
る
頃
に

4言岡告知<:s同建知d言同屯言司需主回需両信言同<:s同省吉岡告知需言回5 

ほ
た
て
貝
部
主
任
研
究
員

平

野

忠

は
ま
た
状
況
が
変
わ

っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
四
月
下
旬
の
段
階

で
二
O
O
ミ
ク

ロ
ン
以
上
が
三

O
%
、

二
六
O
ミ
ク
ロ
ン
以
上
も
五

%
あ
り
、
成

長
は
順
調
と
思
わ
れ
ま
す
。

「採
箇
速
報
第
四
号
」

(
四
月
二
十
五

日
発
行
)
で
は
、
付
着
期
の
ラ
l
パ
が
抽
唱

え
出
し
た
こ
と
か
ら
、

五
月
上
旬
ま
で
に

t
叶
}
l
i
-
-叶
上

0

0

 

0

0

 

0
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4，000 
ラ

i

川

出

現

数

第

一
回
の
投
入
を
す
る
よ
う
指
一ト

し

た
。
第
二
回
の
投
入
に
つ
い
て
は
今
後
の

調
査
次
第
と
し
ま
し
た
が
、
恐
ら
く
五
月

中
旬
と
な
る
で
し
ょ
う
。

今
後
の
課
題

一
昨
年
、
昨
年
と
一
一
年
続
き
で
稚
貝
が

へ
い
死
し
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
乙
ろ

と
思
い
ま
す
が
、
最
近
の
採
箇
の
諜
屈
は

一
袋
に
何
万
個
付
着
す
る
か
と
い
う
量
的

な
問
題

(勿
論
こ
れ
が
第

一
で
す
が
)
よ

り
も
、
そ
の
後
の
質
的
な
問
題
に
移
っ
て

き
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
昭
和
五

O
年
か
ら
の
大
賢

異
常
へ
い
死
を
中
間
育
成
方
法
の
改
善
で

7月

3，000 

0¥ 

3 

2，000 

1. 000 

(
個
/
ば
)

ソメイヨシノ開花臼とホタテ付着構期表 i

，ー‘、ホタテの付着盛期(概算)ソメイヨシノの開花日年

4月30日

4月30日

5月15日

5月20日

4月22日

5月 i日

4月26日

4月25日

48 

49 

50 

51 

乗
り
切
っ
た
そ
の
授
術
を
、
さ
ら
に
採
苗

器
段
階
の
付
着
稚
貝
に
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
密
度
(
付
着
数
)

や
垂
下
水
深
の
調
節
が
必
要
で
す
。
と
く

に
、
垂
下
水
深
に
つ
い
て
は
高
水
温
を
避

け
る
意
味
で
深
く
と
る
べ
き
で
、
十
五

m

以
深
に
す
る
の
が
無
難
で
す
。

サ
ク
ラ
と
付
着

と
乙
ろ
で
、
普
か
ら
サ
ク
ラ
の
咲
く
頃

に
採
箇
器
を
投
入
す
る
と
ホ
タ
テ
の
付
着

図 l
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4月30日
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5月11日
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が
良
い
と
い
う
の
で
、
そ
れ
を
以
前
の
デ
ー

タ
で
確
か
め
て
み
ま
し
た
。

表

1
は
四
十
八
年
か
ら
五
十
九
年
ま
で

の
青
森
市
合
浦
公
園
で
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

の
開
花
日
と
、
陸
奥
湾
で
の
ホ
タ
テ
の
付

着
盛
期
(
全
湾
平
均
の
ご
六
O
ミ
ク
ロ
ン

以
上
の
一
フ
1

バ
が
最
も
多
い
時
期
と
し
た
)

を
示
し
た
も
の
で
、
サ
ク
ラ
の
平
均
は
四

月
二
十
九
日
、
ホ
タ
テ
の
平
均
は
五
月
十

六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
関
係
は
図
2
の
よ
う
に
な
り
、
四
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月
二
十
一
日
を
起
算
日
と
し
て
直
線
の
よ

う
な
関
係
が
成
立
し
、
サ
ク
ラ
の
開
花
の

早
い
年
は
ホ
タ
テ
の
付
着
も
早
く
、
サ
ク

ラ
の
遅
い
年
は
ホ
タ
テ
も
遅
い
と
い
え
ま

す
。
し
か
し
、
ホ
タ
テ
の
付
着
の
早
ま
り

・

遅
れ
は
サ
ク
ラ
の
開
花
の
早
ま
り

・
遅
れ

の
約
三
倍
の
レ
ベ
ル
で
変
動
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
昨
年
(
五
十
九

年
)
は
開
花
が
五
月
十
一
日
で
平
年
よ
り

十
二
日
の
遅
れ
で
し
た
が
、
ホ
タ
テ
の
付

着
の
万
は
何
と
六
月
二
十
五
日
で
三
十
九

日
の
遅
れ
で
あ
り
、
や
は
り
サ
ク
ラ
の
遅

れ
の
約
三
倍
に
あ
た
り
ま
す
。

採
苗
器
の
投
入
は
、
ホ
タ
テ
の
付
着
盛

期
の
一

O
日
程
度
前
に
行
う
の
が
普
通
で

出:;;þ民ËiÞ出:;;þ回:;;þ民ËiÞ~出GÞ民GÞ民:;;þ~民岳民:;;þ~青森県水産増殖センターだより第32号
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月/日

6/19 

ア 5/30

付

着

25/10 

オミ

タ

す
の
で
、
サ
ク
ラ
の
開
花
ど
お
り
に
投
入

す
る
と
、
付
着
の
早
い
年
で
は
投
入
が
遅

す
ぎ
、
逆
に
付
着
の
遅
れ
た
年
で
は
投
入

が
阜
す
ぎ
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
今
年
の
場
合
を
こ
れ
に
当

て
は
め
る
と
、
開
花
(
予
想
)
が
四
月
二

十
九
日
な
の
で
付
着
盛
期
は
五
月
十
六
日

で
、
平
年
並
み
の
時
期
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

現
在
で
は
長
年
の
調
査
実
績
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
予
報
技
術
が
向
上
し
、

「
採

苗
速
報
」
に
よ
り
確
度
の
高
い
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
経
験
に
基

い
た
先
人
の
知
恵
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す。
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